
屋久島生態系モニタリング

本
州
か
ら
琉
球
ま
で
の
低
地

の
林
内
に
は
え
る
小
さ
な
多
年

草

。
茎
は
高
さ
一
〇
～

二
〇
㎝

で

、
無
柄
の
ハ
ー

ト
形
の
葉
が

茎
の
途
中
に
対
生
に
つ
き

、
少

数
の
花
が
穂
に
な
る

。
花
は
緑

色
か
ら
紫
褐
色
で
先
の
二
裂
し

た
唇
弁
形
が
種
を
見
わ
け
る
決

め
手
と
な
る

。

花
期
三
～
五
月

ヒメフタバラン
（らん科）

縄

文

杉

の

周

囲

に

シ

カ

柵

設

置

屋久島の植物

二
月
二
八
日

、
九
州
森
林
管

理
局
・
屋
久
島
森
林
管
理
署
が

主
催
し

、
環
境
省
屋
久
島
自
然

保
護
官
事
務
所

、
鹿
児
島
県

、

屋
久
島
町

、

（
財

）
屋
久
島
環

境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

の
共
催
の

も
と

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
屋
久

島
世
界
自
然
遺
産
・
縄
文
杉
か

ら
の
メ

ッ
セ
ー

ジ

」
を
屋
久
島

環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た

。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

、

「
縄

文
杉

」
の
樹
勢
回
復
・
植
生
回

復
措
置
が
一
〇
年
目
を
迎
え
た

こ
と
を
契
機
に
そ
の
現
況
等
に

つ
い
て

、
屋
久
島
の
荒
田
洋
一

樹

木

医

が

報

告

す

る

と

と

も

に

、
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産
の

価
値
と
さ
れ
る
植
生
の
垂
直
分

布
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

に
つ
い
て
も

、
屋
久
島
の
地
区

ご
と
の
植
生
の
違
い
や
変
化
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た

。

島
内
の
ガ
イ
ド
を
含
む
約
七

〇
名
の
参
加
者
が
あ
り

、
活
発

な

意

見

交

換

が

行

わ

れ

ま

し

た

。
特
に
西
部
地
域
の
枯
損
木

の
原
因
に
つ
い
て
は

、
過
去
の

マ
ツ
材
線
虫
病
の
影
響
や
大
陸

か
ら
の
汚
染
物
質
の
可
能
性
に

加
え

、
新
た
に
薩
摩
硫
黄
島
か

ら
の
噴
煙
が
定
期
的
に
屋
久
島

北
西
部
に
到
来
し
て
い
る
こ
と

が
写
真
に
よ
り
紹
介
さ
れ

、
ま

た
参
加
者
か
ら
の
塩
害
に
関
す

る
議
論
ま
で
多
岐
に
亘
る
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た

。

ま
た

、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
継
続
的
な
実
施
の
重
要
性
や

調
査
結
果
等
を
含
む
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
定
期
的
な
開
催
な
ど

、

ア
ン
ケ
ー

ト
を
含
め
て
参
加
者

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
は
今
後
の

取
り
組
み
に
活
か
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す

。

シンポジウムの開会と満員の会場
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
「
世
界
自
然

遺
産
・
縄
文
杉
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ

」

～

屋

久

島

森

林

生

態

系

保

護

地

域

の

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

調

査

か

ら

～

亜高木層では、ﾊｲﾉｷが多く、ﾕｽﾞﾘﾊ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが混生す
る。個体数は少ないがｽｷﾞ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾔﾏﾎﾞｳｼ･ｶﾅｸｷﾞﾉｷ･ﾀﾝ
ﾅｻﾜﾌﾀｷﾞも生育する。

低木層の植被率は低いが、ﾊｲﾉｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･の
個体数は多い。他には、ﾕｽﾞﾘﾊ･ｼｷﾐ･ｽｷﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･
ﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ･ﾔﾏｼｸﾞﾚ･ｱｾﾋﾞ･ﾅﾅｶﾏﾄﾞ･ｺﾊﾞﾉｸﾛｽﾞﾙ･ﾂｹﾞﾓﾁが
生育する。
草本層では、植被率は、低木層同様低いが、ﾊｲﾉｷの本

数は多い。個体数は少ないがﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ﾌﾀﾘｼｽﾞｶ･ﾋﾒﾐﾔﾏｽﾐ
ﾚ･ﾘｮｳﾌﾞ･ﾋﾒﾂﾙｱﾘﾄﾞｳｼ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝ･ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ･ｾﾞﾝﾏｲ･
ｷｼﾞﾉｵｼﾀﾞなどのシダ植物も生育する。

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高1250ｍ地点）

プロットは、竜神杉から歩道沿いに１４０メートル程度高塚
山方向に向かい、そこから尾根方向に２７メートル斜面を
登った山腹平衡斜面に設定した。局所地形は、平衡斜面
で、平均傾斜が41°、平均斜面方位が、北向きである。
プロットの階層別植生は、高木層では､ｽｷﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ﾔﾏｸﾞﾙ

ﾏが混生する。スギの大径木には、ｱｵﾂﾘﾊﾞﾅ･ﾋﾉｷ･ﾅﾅｶﾏﾄﾞ
が着生する。

土
壌
改
良
は
成
果
を
上
げ
つ
つ

あ
る
一
方
で

、
縄
文
杉
へ
の
直

射
日
光
が
あ
た
る
こ
と
に
よ
る

幹
や
根
元
の
乾
燥
や
土
壌
流
亡

の
防
止
を
目
的
と
し
た

、
ハ
イ

ノ
キ

、
シ
キ
ミ
な
ど
ヤ
ク
シ
カ

の
食
害
を
受
け
に
く
い
植
栽
木

が

、
予
想
と
異
な
り
ヤ
ク
シ
カ

の
食
害
を
受
け
て
い
る

、
と
の

調
査
結
果
が
出
さ
れ

、
そ
の
有

効
的
な
対
策
と
し
て
は

、
ヤ
ク

シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
設
置
の
必

要
性
を
最
も
高
い
優
先
順
位
と

し
て
助
言
が
な
さ
れ
ま
し
た

。

以
上
を
踏
ま
え

、
各
分
野
の

有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
シ
カ
柵

設
置
の
検
討
会
を
開
催
し

、
景

観
へ
の
配
慮
や
柵
の
高
さ
・
網

目
の
大
き
さ
等
々
有
効
な
設
置

方
法
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
を
受
け

、
設
置
作
業
を

登
山
客
の
比
較
的
少
な
い
二
月

末
に
行
い
ま
し
た

。

今
後
は
屋
久
島
世
界
自
然
遺

産
の
象
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
縄

文
杉
の
周
辺
が

、
昭
和
四
一
年

発
見
当
時
の
よ
う
な
状
態
に
早

く
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す

。ま
た

、
サ
ル
や
シ
カ
に
餌
を

与
え
な
い
で
下
さ
い

。
餌
を
与

え
る
と
野
生
本
能
を
失
う
と
と

も
に
人
間
の
食
べ
物
の
味
を
覚

え
る
と
農
作
物
被
害
を
引
き
起

こ
す
キ

ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
す

。

屋
久
島
の
象
徴
で
も
あ
る
縄

文
杉
は

、
数
多
く
の
登
山
客
に

驚
き
と
感
動
を
与
え
て
き
ま
し

た

。そ
の
一
方
で

、
根
茎
は
踏
み

付
け
等
に
よ
り
傷
つ
け
ら
れ

、

ま
た

、
周
囲
も
裸
地
化
す
る
な

ど
植
生
環
境
も
大
き
く
変
わ

っ

て
き
ま
し
た

。

平
成
八
年
に
は
踏
み
付
け
等

に
よ
り
根
が
傷
む
こ
と
が
な
い

よ
う
に
と
展
望
デ

ッ
キ
を
設
置

し

、
そ
れ
以
降
も
土
壌
改
良
・

編
柵
工
・
植
栽
等
の
改
善
対
策

を
行
う
な
ど
対
策
を
講
じ
経
過

観
察
を
行

っ
て
き
ま
し
た

。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は

、

シカ柵設置状況

報告する荒田樹木
医と関根樹木医

報告に聴き
入る参加者
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